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	この細則は、熊本県司法書士会（以下「本会」という。）会則（以下「会則」という。）第９章の補助者に関する事項を定め、もって司法書...
	補助者とは、司法書士が、司法書士法（以下「法」という。）第３条の業務を行なうにつき、その業務を補助させるために使用する者をいう。
	会員は、補助者として使用する趣旨が明らかに制度の目的に反する者を補助者として使用することはできない。
	会員は、補助者を置いたときは、届出書に次の各号の書類を添付し、所属支部を経由して本会に届け出なければならない。
	補助者となるべき者の自筆履歴書
	前条に該当していない者であることの誓約書
	住民票の写し
	写真２葉
	会員は、前項の届出事項に変更があったときは、所属支部を経由して本会に届け出なければならない。


	本会は、会員に対し、その補助者が第３条に該当するおそれがある者であるときは、適正に是正するよう指導することができる。
	会員は、補助者が退職し又は補助者を解職したときは、１４日以内に所属支部を経由して本会に解職届を提出しなければならない。
	本会は、必要がある場合は、会員に対して補助者の届出、退職又は、解職若しくは変更の届出を行うよう催告することができる。
	本会は、会員に対し届出を受理した後すみやかに補助者証及び補助者徽章を交付しなければならない。
	
	会員は、補助者の執務に際して、補助者証を携帯させ、補助会員は、補助者者徽章を佩用させなければならない。
	会員は、補助者を解職したときは、直ちに補助者証及び補助者徽章を本会に返還しなければならない。
	会員は、補助者証又は補助者徽章を滅失若しくは損傷したときは、再交付を請求しなければならない。
	補助者証の様式及び補助者徽章は、別に定める。


	支部長は、支部所属会員のうち会則又はこの規則に抵触する者がある事実を知ったときは、遅滞なく、本会に報告しなければならない。
	本会は会員に対し、補助者の使用について指導することに努めるとともに、会員が会則又はこの規則に反して補助者を使用したときは、会則...
	この規則による届出、通知及びその他の文書の様式は、本会の定める様式によるものとする。
	本会に、補助者の適正な使用を確保するため必要な事務を行うための補助者委員会（以下「委員会」という。）を置く。
	
	委員会は、次の事務を行う。

	第５条に関する事務
	補助者の指導、調査及び研修に関する事務
	その他補助者に関する必要な事務

	委員会は、３名以上５名以内をもって組織する。
	前条の委員は、理事会で選任する。
	
	委員会に委員長１名を置き、必要がある場合には副委員長を置くことができる。
	委員長は委員の互選とし、副委員長は委員長が指名する。


	委員会の委員の任期は、前条第１項により選任をした理事会を組織する役員の任期を同一とする。
	委員長は、委員会を代表し、委員会の事務を統轄する。
	
	副委員長は、委員長を補佐し、委員長が欠けたとき又は事故があるときは、その職務を行う。


	委員及び委員であった者又は委員会に参加した者は、委員会の審議の内容に関し、知り得た秘密を洩らしてはならない。
	委員会は、会長の承認を得て委員長が招集する。
	委員会の決議は、委員の過半数が出席し、出席者の過半数で議決する。
	委員長は、緊急を要する事項について、書面による決議を求めることができる。
	
	前項の場合、委員全員の書面による同意があったときは、委員会の決議があったものとみなす。
	前項の決議があったときは、委員長は、遅滞なく、決議の結果を委員に通知しなければならない。


	委員長は、委員会の審議の結果を会長に報告しなければならない。
	委員会の運営の結果については経過録を作り、委員長及び副委員長がこれを記名押印して本会に保存するものとする。

